
令和4年度（一社）奈良県作業療法士会
学術部 発達分野主催 オンライン研修会

【日時】

令和5年 2月26日 （日） 10:00-12:00

【プログラム】

10:00  オープニング / 会長挨拶 / 学術部 発達分野の活動報告

奈良県作業療法士会会長：西井正樹 学術部 発達分野 委員長：上西清吉

10:15  講演①：算数障害の理解・対応について ～作業療法士の視点から～

講師：リハビリ発達支援ルーム UTキッズ 福西 知史 先生

11:00 講演②：作業療法士による学習支援 FLOWでの実践の紹介

講師：合同会社BASEともかな FLOW郡山 高島 聡江 先生

11:45  質疑応答/クロージング

12:00  終了

【対象】 子どもに関わる方はどなたでも御参加頂けます

作業療法士の方は、都道府県士会員のみとします

【定員】 90名（先着順、申し込み1週間以内に返信致します）

【参加費】 無料

【申込方法】下記URLもしくは右記QRコードよりフォームにてお申し込みください。

後日、受付担当より、zoomのミーティングIDとパスワードをお送り致します。

https://onl.tw/KqidmFt

近年、少子化が進む中、特別支援学級や通級などで学習面の支援を必要としている児童が

増加してきています。子ども達の学習を保障するために、学校だけでなく放課後等デイサー

ビスの療育でも学習面での支援が行われています。療育での学習支援に作業療法士が携わり、

専門的な視点での分析・支援の提供が行われています。「作業療法士はどんな視点で学習の

困難さを見ているの？どのような支援の取り組みをしているの？」と気になる方もおられる

かと思います。そこで今回の研修会では、作業療法士が学習支援の中でどのような専門性を

発揮しているのか、2名の作業療法士の実践を踏まえて紹介いたします。

今回はzoomを利用してのオンライン研修会となります。

作業療法士による学習支援
子どものできる！やりたい！の実現に向けて
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